
  

 
(a) 壇ほか(2001)の経験的関係との比較 

   
(b) 太平洋岸の海洋性地震（佐藤ほか,1994b、加藤ほか,1998、 

佐藤ほか,2000、佐藤・巽,2002）との比較 

図１５ 地震モーメント M0と短周期レベル Aとの関係 

（+印：今回想定した日向灘の地震、六角形印：宮城県沖地震（地震調査委員会,2003）、太線：壇ほか(2001)

の平均値、細線：2 倍と 2 分の 1）

A=1.1×1017Mo1/3(佐藤・巽,2002) 

ケース１（＋）はアスペリティの応力降下

量から短周期レベルを計算した参考値。 
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量から短周期レベルを計算した参考値。 


